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される新規マイクロ RNAとして miR-195を同定し、この miR-195が肝星細胞の増殖を抑制す
るという新たな機構も明らかにしている。本研究は、肝線維化の抑制にマイクロ RNAが関与
することを実験的に立証している点が極めて独創的であり、学問的な価値が高い。また、特定
のマイクロ RNA（miR-29bと miR-195）が、重症肝疾患（肝炎、肝硬変、肝がん）の原因とな
る肝線維化の治療ターゲットになることを提案した点は優れた生物科学的な研究成果であると
評価された。 
平成２８年２月１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
